
平成３０年度 第２回

加古川市
感幸まちづくり会議

平成３１年３月２７日（水）午後２時～
＠ウェルネージかこがわ マリンガホール



第２部
観光まちづくり戦略の

進捗状況について



加古川市観光まちづくり戦略

【後期総合基本計画】 2016-2020
【まち・ひと・しごと創生総合戦略】2015-2019

【ギャップ調査・地域力診断調査・観光動態調査】
加古川市の観光の実態を調査

【加古川市の“観光まちづくり”における課題】
① 対象マーケットに知られていない ② 近隣都市からの集客に頼っている
③ “日帰り（昼食なし）”の割合が高い ④ “滞在時間”が短く、“周遊箇所”が少ない

【加古川市観光まちづくりビジョン】

山も川も街でも楽しめるトカイナカな“感幸地”加古川

①効率的かつ効果的
な情報発信の基盤
整備

②地元食材を活かし
た“食の観光化”の
促進

③広域連携を核とし
たインバウンド対策
の実施

④重点エリアの設定と
活性化

⑤観光協会の改革を
目的とした“ＤＭＯ”
化の促進

「かこがわさん」の積極的活
用による広報戦略の構築

加古川産食材を活用した
“新ご当地グルメ”の開発

国宝「鶴林寺」の大阪or
広島ルートへの組み込み

“日岡山公園”周辺を舞
台とした再整備

観光協会の“ＤＭＯ”化に
関する事業シナリオの策定

テーマ別編集による「ご当
地パンフレット」の作成

食の観光化に積極的な
“地産地消メニュー”の普
及促進

観光Wi-Fiステーションの
整備／多言語案内サイン
の整備

加古川に“バーベキューサイ
ト”を整備

観光人材のプロフェッショナ
ル化を目的とした教育の実
施

「観光まちづくりビジョン」に
基づく動画の作成⇒ＰＲ
展開

ツーデーマーチに合わせた
「かつめしグランプリ」の実施

「靴下」のインバウンド向け
“ご当地限定土産”の開発

“みとろ”地域の観光資源
開発や周遊ルート作成

着地型旅行商品の「開発
⇒販売」による収益事業
の実施

※評価測定のための重要業績評価指標を設定。年２回、効果検証のための「感幸まちづくり会議」を開催。
※観光協会改革のための「加古川版ＤＭＯ構想」を盛り込む。

【加古川市観光まちづくりビジョン実現のための５つの基本戦略と１５のアクションプラン】

平成２８年３月策定

か ん こ う



Ａ かこがわさん（Ｈ２７．１０開設）（見直し）
・投稿数・・・・４９件（Ｈ３０前半）⇒２４件（Ｈ３０後半）

⇒Ｈ３０．４よりＦＢページからグループページへ移行

Ｂ ご当地パンフレット
・『加古川じゃらん かつめし編』（Ｈ２７）

・『加古川じゃらん ギュッとメシ編』（Ｈ２８）

・『加古川じゃらん おくるみおやつ編』（Ｈ３０）

Ｃ 観光ＰＲ動画
・かつめし、みとろ、鶴林寺（Ｈ２８）

・市北部エリアＰＲ動画（Ｈ２９）

・加古川おくるみおやつＰＲ動画（Ｈ３０）

①効率的かつ効果的な
情報発信の基盤整備



Ａ 新ご当地グルメの開発
・加古川ギュッとメシ誕生（Ｈ２９．２）

・加古川ご当地グルメフェスティバル（Ｈ２９．５）

・加古川おくるみおやつ誕生（Ｈ３１．３）

②地元食材を活かした
“食の観光化”の促進



Ｂ 地産地消メニューの普及促進
・加古川観光協会補助メニューによる支援

①恵幸川鍋（恵幸川鍋同盟）

②加古川パスタ

（八幡営農組合）

②地元食材を活かした
“食の観光化”の促進

→全国鍋グランプリ第４位



③みとろふるーてぃカレー

（みとろフルーツパーク）

Ｃ ツーデーマーチに合わせた「かつめしグランプリ」

の実施（見直し）

・「牛ギュッと恵幸川祭りin加古川ツーデーマーチ」の開催

（Ｈ２９～）

②地元食材を活かした
“食の観光化”の促進



②地元食材を活かした
“食の観光化”の促進

西は姫路、東は神奈川県厚木市まで１０７軒掲載



②地元食材を活かした
“食の観光化”の促進



②地元食材を活かした
“食の観光化”の促進

１月から３月中旬まで、
関西限定で販売

９月から１１月まで、
全国のモスバーガーで販売



②地元食材を活かした
“食の観光化”の促進

３月４日から
近畿２府４県で販売 市内中学校で、受験生に贈呈



Ａ 国宝「鶴林寺」の大阪or広島ルートへの組み込み
・瀬戸内ＤＭＯモニターツアーの受け入れ（Ｈ２９）

→海外向けパンフレットに鶴林寺が紹介される（Ｈ３０）

③広域連携を核とした
インバウンド対策の実施



③広域連携を核とした
インバウンド対策の実施

■訪日外国人旅行企画業者向けパンフレット

・全２２箇所
・兵庫県は６箇所掲載（うち３箇所は淡路島）

ここ



■鶴林寺での体験プログラム
①住職によるガイド・衣装の着用 ②書道体験（土産品付き）

③座禅体験（くつした付き） ④日本食・地酒体験

③広域連携を核とした
インバウンド対策の実施



・訪日外国人向け着地型観光プログラムキュレーション事業

（Ｈ２９）

みとろ観光果樹園、鶴林寺が紹介される

③広域連携を核とした
インバウンド対策の実施



③広域連携を核とした
インバウンド対策の実施



③広域連携を核とした
インバウンド対策の実施

・訪日外国人向け体験型観光プログラムブラッシュアップ事業
（Ｈ３０）

インバウンド商品を造成

外国人向けポータルサイト
『ＡｔｔｒａｃｔｉｖｅＪＡＰＡＮ』

にて販売開始



③広域連携を核とした
インバウンド対策の実施

「サムライスピリット」をテーマにした１０の体験プログラム



③広域連携を核とした
インバウンド対策の実施

・フランス人ＹＯＵＴＵＢＥＲによる動画作成支援（Ｈ３０）



Ｂ 観光Wi-Fiステーション/多言語案内サインの整備
・整備方法について検討（Ｈ２９～）

Ｃ 「靴下」のｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ向け“ご当地限定土産”の開発
・鶴林寺での体験プログラムと靴下をマッチング（Ｈ２９～）

③広域連携を核とした
インバウンド対策の実施



Ａ “日岡山公園”周辺を舞台とした再整備
・整備中

Ｂ 加古川に“バーベキューサイト”を整備（見直し）
・加古川河川敷バーベキューフェスティバル（Ｈ２８）

④重点エリアの設定と活性化



Ｃ “みとろ”地域の観光資源開発や周遊ルート作成
・みとろ地区関係者との協議（Ｈ２９）

・じゃらん遊び・体験予約サイトに登録（Ｈ３０）

（加古川温泉 みとろ荘 手ぶら入浴プラン）

④重点エリアの設定と活性化



Ａ 観光協会の“DMO”化に関する事業シナリオの策定
・加古川観光協会あり方検討会において、法人化について検討

（Ｈ３０．６～）

Ｂ 観光人材のプロフェッショナル化を目的とした

教育の実施
・プレスリリース研修（Ｈ２７．１０）

・情報発信研修（Ｈ２８．１２）

・ＹｏｕＴｕｂｅ活用講座（Ｈ２９．３）

⑤観光協会の改革を目的とした
“ＤＭＯ”化の促進



Ｃ 着地型旅行商品の「開発⇒販売」による

収益事業の実施
・鶴林寺での旅行商品開発（Ｈ２９）

・じゃらん遊び・体験予約サイトに登録（Ｈ３０）

（鶴林寺写経・写仏プラン）

⑤観光協会の改革を目的とした
“ＤＭＯ”化の促進


